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投球時に前腕は回内している．

カーブの投球時の前腕の動きは？

桜井ほか（1991)により，直球とカーブの前腕と手首の動きが定量化された．
「投げる科学」（1992）大修館書店　p135には，次の記述がある．

「肩と肘の関節角度変化には，直球とカーブの間に違いは認められない．
直球に比べてカーブの投球では，前腕部は20-25度程度回外している傾向が認めら
れたが，
手首は，カーブに比べ直球の投球では，5-10度程度背屈している傾向が認められた．
コーチらによって強調されている前腕の回外動作は，リリース時には起こっていなかっ
たし，手首の尺屈動作がカーブ投球時に特に認められたわけでもなかった．」
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常識を疑え！　



●足から滑るスライディングと頭から滑るスライディングは,全て
の競技レベルで教えられている野球の基本的技術である
●頭から滑るスライディング技術は，上肢や頚椎の障害の危険
性があるため，足からのスライディングよりも潜在的な危険性
が高い
●科学的な証左は無いにもかかわらず，コーチの間には頭か
ら滑るスライディングの方がより攻撃的で速いという憶説がある．

野球の盗塁について

Steven M. Kane et. al. (2002)　 Head-First Versus Feet-First Sliding：　A Comparison 
of Speed from Base to Base． Am J Sports Med，30(6). pp834-836.
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フィートファーストスライディングとヘッド
ファーストスライディングの時間分析

2003年度北海道体育学会口頭発表



反応時間と加速局面反応時間と加速局面

0 1 2 3 4 5

FF

HF

反応時間 6.5m（10m） 6.5m-踏切 空中時間 滑走時間

(秒）

0.58
±0.08

0.62
±0.13

1.25
±0.08

1.25
±0.07

1.83±0.12

1.88±0.11

4.06±0.16

4.05±0.13

投手の踏み出し足が動い
てからボールリリースまで
の所要時間（0.8-1秒）

セカンドベースへのボール到達時間
学レベル3.8秒） 功刀靖雄（1999）

ボールリリース時の到
達目標距離10ｍ地点
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盗塁時の疾走とスライディングの所要時間盗塁時の疾走とスライディングの所要時間
（反応時間を除いた）（反応時間を除いた）
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疾走時間 空中時間 滑走時間

3.14±0.15

3.08±0.16

0.15±0.04 0.18±0.09

0.11±0.09 0.25±0.08

(秒）

3.45±0.14

3.47±0.12

標準偏差が大きい！
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FFFFととHFHFの踏切位置と着地位置の踏切位置と着地位置
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FFFFととHFHFに要する時間の割合に要する時間の割合

HFは，摩擦を受けている時間が長い．

スタートから触塁までの時間に対する割合（反応時間を除く）

＊； ｐ＜０．０５
＊； ｐ＜０．０５

• FFとHFのタイムには，統計的な有意差は認められなかった．

• 盗塁時間に対する滑走時間の割合は，HFがFFよりも有意に大きかっ
た（p<0.05）．

• ＨＦにおいて滑走距離を少なくすることによって，スタートから触塁まで
のタイムを短縮できる可能性が示唆された．

まとめ

2塁ベースからの距離
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